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知
の
星
求
め
る
旅
へ

中
高
生
向
け
に
開
講
さ
れ
る
メ

タ
バ

ス
工
学
部
の
講
座
は
多
種

多
様
で
す

﹁
メ
タ
バ

ス
を
作

ろ
う
﹂﹁
デ
ザ
イ
ン
×
工
学
﹂﹁
ス

み

く

は

マ
ホ
で
脈
波
を
測
ろ
う
﹂




そ

め

や

た

か

お

東
京
大
学
工
学
部
長
の
染
谷
隆
夫

教
授
は
﹁
世
の
中
に
広
く
目
を
向

け
て
も
ら
う
た
め

中
高
生
が
興

味
を
持
つ
内
容
を
目
指
し
た
﹂
と

話
し
ま
す

募
集
期
間
や
定
員
の

制
限
は
あ
り
ま
す
が

ど
れ
も
無

料
で
参
加
で
き
ま
す


メ
タ
バ

ス
と
は
イ
ン
タ

ネ


ト
上
に
広
が
る
仮
想
の
３
Ｄ
空

間
で
す

学
び
の
場
に
使
う
こ
と

で

コ
ン
ピ


タ

さ
え
あ
れ

ば
ど
こ
か
ら
で
も
参
加
し
や
す

く

リ
ア
ル
に
近
い
交
流
を
通
じ

て
共
感
を
広
げ
や
す
い
と
期
待
さ

れ
ま
す

講
義
で
知
識
を
身
に
つ

け
る
だ
け
で
な
く

参
加
者
が
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
寄

て
議
論
す
る

時
間
や

３
Ｄ
ス
キ

ン
で
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
も
の
を
編
集
し
て

造
形
す
る
ワ

ク
シ


プ
な
ど

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す


入
試
の
よ
う
な
も
の
は
行
わ
な

い
半
面
参
加
す
る
か
ら
に
は
﹁
手

加
減
な
し
﹂
講
座
に
よ

て
は


高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を

使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
り
ま
す


開
講
の
記
念
式
典
が
９
月
２３
日

に
開
か
れ
ま
し
た

メ
タ
バ

ス

空
間
に
設
け
ら
れ
た
東
京
大
学
の

安
田
講
堂
に

受
講
生
が
ア
バ
タ


︵
分
身
︶
姿
で
集
合

登
壇
者

も
ア
バ
タ

で
す


壇
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら

新
た
な
形
の
学
び
の
意
義
や

参
加
で
き
る
喜
び
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た


受
講
生
を
代
表
し
て
登
壇
し
た

リ

ン
ウ

イ
シ

ン

な

み

き

林
蔚
欣
さ
ん
︵
茨
城
県
立
並
木
中

等
教
育
学
校
５
年
︶
は
﹁
工
学
を

応
用
し

社
会
科
学
を
新
た
な
切

り
口
で
見
る
﹂
の
が
夢

住
民
が

政
治
や
行
政
に
な
か
な
か
興
味
を

持
て
な
い
今
の
社
会
の
現
状
を


情
報
工
学
を
使

て
変
え
て
い
け

る
の
で
は
と
考
え
ま
す

﹁
私
の

よ
う
に
漠
然
と
し
た
夢
を
持
つ
高

校
生
に
と

て

メ
タ
バ

ス
工

ら

し

ん

ば

ん

学
部
は
羅
針
盤
と
し
て

私
た
ち

を
導
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
﹂

動
画
で
エ

ル
を
送

た
の

は
台
湾
デ
ジ
タ
ル
発
展
部
長
︵
大

臣
︶
の
オ

ド
リ

・
タ
ン
さ
ん

で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
で
広
ま
る
中

行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
注
目
さ
れ
ま

し
た

タ
ン
さ
ん
は

中
学
を
中

退
し
た
後

イ
ン
タ

ネ

ト
上

で
多
分
野
の
人
と
交
流
し
て
知
識

を
深
め
ま
し
た

こ
こ
で
学
ぶ
意

義
を

知
識
を
星
に
見
立
て
て
表

現
し
ま
し
た


﹁
学
習
の
目
的
と
は
正
し
い
星

座
を
選
ぶ
こ
と
で
は
な
く

自
ら

の
旅
の
目
的
地
を
求
め
る
こ
と
に

あ
る

周
囲
の
星
が
学
び
の
参
考

に
な
る
で
し

う

そ
れ
を
つ
な

げ
れ
ば

宇
宙
を
構
成
す
る
独
自

の
星
座
を
創
造
で
き
ま
す
﹂

▼
２
面
に
続
く

中
高
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
で
大
学
の
講
座
に
参
加
し

工
学
の
お
も
し

ろ
さ
を
学
ぶ
Ổ
Ổ

そ
ん
な
東
京
大
学
の
﹁
メ
タ
バ

ス
工
学
部
﹂
が
９
月
に

ス
タ

ト
し
ま
し
た

年
齢
や
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず

誰
も
が
平
等
に
学
べ
る

場
を
つ
く
る
取
り
組
み
で
す

政
府
が
力
を
入
れ
る

働
く
大
人
向
け
の
リ
ス

キ
リ
ン
グ
︵
学
び
直
し
︶
も
目
的
の
一
つ
で
す


（
松
村
大
行
）

解説 ３

特集 １１

受講者たちがアバター姿で

集まった東京大学の「メタバ

ース工学部」の記念式典

受講者たちがアバター姿で

集まった東京大学の「メタバ

ース工学部」の記念式典

東
京
大
学「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
」開
講

東
京
大
学「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
」開
講

2022

１０/９

東
京
大
学
の
安
田
講
堂
�
東
京
都

文
京
区


朝
日
新
聞
社

学び新時代学び新時代

工学の興味を広げる中高生向け講座

は し も と あ い

俳優 橋本愛さん
芸能 ２４

直感でやると決めた

アバターとして登壇

したゲストのトーク

セッションも

アバターとして登壇

したゲストのトーク

セッションも

アバターで集うアバターで集う

人を笑わせ考えさせた研究
イグ・ノーベル賞受賞！

ニュース ７

メタバース上の安田講堂で、受講者

代表として壇上で話す林蔚欣さんの

アバター＝９月２３日

メタバース上の安田講堂で、受講者

代表として壇上で話す林蔚欣さんの

アバター＝９月２３日
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学校の先生が足りない…
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世
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社会人になった後、
大学や専門学校で学習した人の割合

0％ 5 10 15 20 25 30

生涯学習に関する世論調査：2018年、内閣府

短期講座正規課程全体

70歳以上

60代

50代

40代

30代

18～29歳

女
子
増
や
す
目
的
も

注目される デジタルで課題解決

大
学
に
は
文
部
科
学
省
な
ど
が

定
め
た
定
員
が
あ
り

教
室
で
一

緒
に
学
べ
る
人
数
に
も
限
り
が
あ

り
ま
す

﹁
だ

た
ら
メ
タ
バ


ス
と
い
う
新
し
い
空
間
に
引

越

し
て

新
し
い
学
び
の
場
を
つ
く

ろ
う

年
齢
も
性
別
も
住
む
場
所

に
も
と
ら
わ
れ
ず

工
学
の
先
端

技
術
を
学
べ
る
よ
う
に
し
よ

う
﹂
そ
れ
が
メ
タ
バ

ス
工
学
部

を
設
立
し
た
ね
ら
い
で
す


生
き
方
や
価
値
観
が
多
様
化
す

る
中
で

工
学
の
世
界
で
も
同
じ

も
の
を
早
く
安
く
つ
く
る
よ
り

も

世
の
中
に
な
い
ア
イ
デ
ア
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
力
が
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日本の企業では長らく「ＯＪＴ（On the Job
Trainingの略）」という方法で社員を育てて
きました。入社時に専門的な技能を求めず、

仕事をしながら身につける仕組みです。社員

には数年ごとに別の部門へ移る異動を通じ

て、経験を積んでもらいます。

対して欧米などでは「ジョブ型雇用」と呼

ばれる働き方が主流。企業が必要な技能や経

験を示し、それに見合う人を採用します。

そんな働き方を大きく変える可能性がある

のが「デジタル・トランスフォーメーション

（ＤＸ）」です。人工知能（ＡＩ）やロボット

技術の発展で、人が担ってきた仕事が次々と

無くなっています。ふだんの仕事でデジタル

機器を活用したり、データを扱ったりするこ

とが求められます。

日本では人口減少も課題。デジタル技術で

自動化を進めないと生活が維持できなくなる

おそれすら出てきました。

変化は急速で、必要な技能を持つ人を企業

の中で育てる時間的な余裕はありません。企

業の外にも必要な技能を持つ人が足りませ

ん。そこで注目が集まったのが、デジタルに

関するリスキリングです。

お お

リクルートワークス研究所主任研究員の大
し ま や す こ

嶋寧子さんは、知識を詰め込むような学びだ

けでなく、まだ答えがないことについて解決

策を探るなど、「学校の勉強のやり直しでは

ない学び」が広まっているといいます。

今後、「楽しさや喜びを得られる学び」が

いっそう大切になると大嶋さん。デジタル化

によって特別な技術や大きな資本がなくて

も、ものやサービスを生み出しやすくなった

ことが背景にあります。プログラミング言語

を使わずにアプリが作れる「ノーコード」も

人気が高まっています。

身の回りの課題を解決できる最も有効な手
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イデアにしていくような技能も求められるの

ではと大嶋さんはいいます。

メタバース工学部では中高生向けだけでなく、社会人向けの講座も

あります。ねらいは大人の「リスキリング（学び直し）」です。社会で

ニーズが高まっている仕事に移るため、新しいスキルを身につけます。
き し だ ふ み お

岸田文雄首相は３日の所信表明演説で、成長分野で働くためのリスキ

リング支援に、５年間で１兆円を投じる考えを示しました。

２

▶１面から続く

東大メタバース工学部のウェブサ

イトに中高生向けの講座の一覧

（https://www.t.u-tokyo.ac.jp/meta
-school-junior）があります。これか
ら募集を始める講座もあるので、興

味がある人は講座ごとに設けられた

詳細ページで確認してください。
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社会人になった後、
大学や専門学校で学習した人の割合
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策を探るなど、「学校の勉強のやり直しでは

ない学び」が広まっているといいます。

今後、「楽しさや喜びを得られる学び」が

いっそう大切になると大嶋さん。デジタル化

によって特別な技術や大きな資本がなくて

も、ものやサービスを生み出しやすくなった

ことが背景にあります。プログラミング言語

を使わずにアプリが作れる「ノーコード」も

人気が高まっています。

身の回りの課題を解決できる最も有効な手

段はデジタル、といえる社会が到来しつつあ

ります。「自分でやりたいことを見つけ、実

現のために何ができるか考えられることが学

びの価値を高めてくれそうです」。多くの人が

アイデアを持ち寄り、組み合わせて新しいア

イデアにしていくような技能も求められるの

ではと大嶋さんはいいます。

メタバース工学部では中高生向けだけでなく、社会人向けの講座も

あります。ねらいは大人の「リスキリング（学び直し）」です。社会で

ニーズが高まっている仕事に移るため、新しいスキルを身につけます。

岸田文雄首相は３日の所信表明演説で、成長分野で働くためのリスキ

リング支援に、５年間で１兆円を投じる考えを示しました。

２

▶１面から続く

東大メタバース工学部のウェブサ

イトに中高生向けの講座の一覧

（https://www.t.u-tokyo.ac.jp/meta
-school-junior）があります。これか
ら募集を始める講座もあるので、興

味がある人は講座ごとに設けられた

詳細ページで確認してください。

メタバース工学部 受講するには？

夢
や
目
的
か
ら
始
ま
る
学
び
を
大
切
に

社会人が集まってビジネスプランを披露する事業

構想大学院大学の授業＝６月、東京都港区 朝日新聞社

東大の工学部長・染谷隆夫教授に聞く

２０２２年（令和４年）１０月９日

メタバース工学部設立した

制
約
少
な
い
新
し
い
空
間
で
挑
戦

工学部は、ものづくりに

関するさまざまなことを学

ぶ学部です。電気、機械、

建築、化学に関するものか

ら、情報工学などデジタル

分野にまたがるものまで、

対象が広がっています。

工学部とは

大人の学び直しの場にも大人の学び直しの場にも

（第三種郵便物認可）

政府も
支援へ

リスキリング

東京大学メタバース

工学部の記念式典で

アバター姿で登壇

し、あいさつをした

染谷教授＝９月２３日

奈
良
女
子
大
学
で
は

日
本
の

女
子
大
で
初
と
な
る
工
学
部
が

今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し
た

�
奈
良
市


朝
日
新
聞
社

朝日新聞社

リ
ア
ル
の
染
谷
教
授

朝日新聞社
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